
平成２１年度再評価

路線名：一般国道４９８号（大坪バイパス）

事業名：道路改良事業

事業地：伊万里市大坪町

（着手より１０年経過のため再評価）
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幅員狭小・線形が悪い 交通渋滞

事業目的

バイパス（歩道を含む）整備によりバイパス（歩道を含む）整備により

幅員・良好な線形を確保、渋滞解消を図る幅員・良好な線形を確保、渋滞解消を図る



事業概要
全体計画延長：Ｌ＝４，２２０ｍ
（暫定２車整備）
事 業 費：約７０億円
工 期：平成１２年度～平成２２年度（予定）
事業内容 ：改良工 Ｌ＝３，１００ｍ

用地買収 １６２，１５２㎡
家屋補償 ３２戸

平成２０

年度まで

平成２１

年度

平成２２

年度以降

事業費（億円） ５４．４ ８．４ ７．２

進捗率（％） ７７．６ ８９．６ １００

用地進捗率（％） ９７．０ １００．０ １００
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事業を巡る社会経済情勢等の変化

• 交通量が増加傾向にある。
H  9交通量 12,247台/日
H11交通量 13,475台/日
H17交通量 14,565台/日

• H15年3月に伊万里湾大橋が開通。
• 伊万里港国際コンテナターミナルのコンテナ取扱量
の増加に対応するため、新たな岸壁の整備が進めら
れている。

• 伊万里湾岸の伊万里団地に、企業進出が相次いで
おり、今後も交通量の増加が見込まれる。



費用便益分析

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ １．４

【便益】

走行時間短縮便益 ＝ ８６．７億円

走行経費縮小便益 ＝ １２．１億円

交通事故減少便益 ＝ １２．５億円

合計 １１１．２億円

【費用】

事 業 費 ＝ ７４．０億円

維 持 管 理 費 ＝ ２．９億円

合計 ７６．９億円



コスト縮減や代替案等の可能性

（コスト縮減）

• 再生資材の利用促進を図っている。

• 建設発生土を盛土材へ有効活用するため、そ
れを考慮した計画や工程の調整を行っている。

（代替案の検討）

・特に無し



対応方針（事業課案）

• 当初より、本事業の必要性・重要性は変わらない。
• 現在も、依然として円滑な交通及び交通安全の確保
が出来ていないことから、引き続き事業を継続した
い。


